
1 

 

 

「子ども伝統文化わくわく体験教室インターネット配信用指導動画作成等業務」 

企画提案コンペ募集要項 

 

１ 趣旨 

新型コロナウイルス感染症の影響により、伝統文化団体の講師が学校に出向いて伝統文化の

歴史や作法等について体験教室を実施することが難しいケース等に対して、体験教室の代替と

なる機会を提供することを目的とする「子ども伝統文化わくわく体験教室インターネット配信

用指導動画作成等業務」（以下「業務」という。）を委託する者を選定するための企画提案を募

集する。 

 

２ 業務委託の対象者 

業務を委託するための企画提案コンペ（以下「コンペ」という。）に応募することができる

者は、次の全ての要件を満たす者であること。 

 (1) 法人その他の団体又は個人事業主であって、業務を適切に遂行できる能力を有すること。 

 (2) 提案する業務が法令等の規定により官公署の免許、許可、認可、指定等を受ける必要があ

る場合には、当該免許、許可、認可、指定等を受けていること。 

 (3) 業務の実施に当たり、兵庫県との打合せ等に適切に対応することができること。 

 (4) 次のいずれかに該当しないこと。 

  ア 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４の規定による一般競争入札の参

加者の資格制限を受けている者 

  イ 応募図書（５(4)に掲げる書類をいう。以下同じ。）の受付期間において、県の指名停止

基準に基づく指名停止の措置を受けている者 

  ウ 会社更生法（平成14年法律第154号）に基づく更生手続開始の申立て、民事再生法（平

成11年法律第225号）に基づく再生手続開始の申立てが行われている者 

  エ 県が賦課徴収する全ての県税、消費税又は地方消費税を滞納している者 

  オ 宗教活動又は政治活動を主たる目的とする団体 

  カ 暴力団又は暴力団若しくは暴力団員の統制の下にある者 

 

３ 業務要件 

業務委託仕様書に沿ってコンペに応募する者自らが企画する業務であって、県が委託する業

務として公序良俗に反するものでないこと。 

 

４ 事業費 

  金1,320,000円以内（消費税及び地方消費税を含む。） 

 

５ 企画提案に係る手続 

 (1) 募集期間 

   令和３年６月４日（金）から同年６月１８日（金）午後５時まで 

(2) 募集要項の配布及び応募図書の提出 

ア 配布方法 

    県ホームページからのダウンロードまたは事務局（兵庫県企画県民部知事室芸術文化課）

における配布とする。事務局における配布は午前９時から午後５時までとし、土・日・祝

日は除く。 

  イ 提出方法 

    持参または郵送による。持参による場合は、事務局での受付は午前９時から午後５時ま
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でとし、土・日・祝日は除く。郵送による場合には、あらかじめ電話等により事務局に連

絡したうえで、書留郵便など配達記録が残る方法により、期間内事務局必着にて提出する

こと。 

 (3) 募集要項の内容に関する質問及び回答 

  ア 受付期間 

    令和３年６月４日（金）から同年６月７日（月）午後５時まで 

  イ 提出方法 

    電子メールにより事務局に提出すること。 

  ウ 質問に対する回答 

    令和３年６月１０日（木）までに、質問者に電子メールにより回答する。なお、同種の

質問が想定されるもの等については、募集要項を配布した全ての者に対して回答の内容を

連絡する。 

 (4) 提出書類 

この募集要項のほか、業務委託仕様書等の関連資料に基づき以下の書類（以下「応募図書」

という。）を作成の上、各６部を提出すること。（アについては正本１部、副本５部） 

  ア 応募申請書（様式第１号） 

  イ 提案者概要（様式第２号） 

  ウ 企画提案書（様式任意） 

  エ 経費積算見積書（様式第３号） 

  オ その他提案内容を説明する書類［提出任意］ 

  カ 添付書類 

   (ｱ) 会社概要等提案者の概要を説明する書類 

   (ｲ) 県が賦課徴収する全ての県税に滞納がないことを証する書類 

（兵庫県内の県税事務所が発行する「納税証明書（３）」） 

※提出の日において発行から３か月以内のもの 

なお、兵庫県内に事務所を有しない等の理由により、兵庫県税について課税実績が無

い場合は、別添様式の誓約書を提出すること。 

 (5) 費用負担 

   応募図書の作成及び提出に要する経費は、応募者の負担とする。 

 (6) 応募図書の著作権 

   応募図書の著作権は、応募者に帰属する。 

 (7) 応募図書の取扱い 

   応募図書は、審査のためにのみ使用し、応募者には返却しない。 

 

６ 審査 

 (1) 審査の方法 

① 提出書類をもとに、事務局において事前審査を行い、これを通過した者のみ企画提案コ

ンペ審査委員会において内容を審査する。 

  ② 企画提案コンペ審査委員会において、必要に応じて応募者によるプレゼンテーションを

実施する。実施する場合は、事前審査を通過した団体に対して別途通知する。なお、応募

者多数の場合は、予め選考の上実施する。 

  ③ 応募のあった提案事業は、以下の項目について審査の上、業務を委託する者を選定する。 

   ア 基本事項 業務の実施については妥当な方法となっているか等 

 イ 企画構成、利便性  

企画等の構成は優れた内容となっているか、魅力ある指導動画になってい

るか等 

   ウ 実施体制 業務の実施の体制、ノウハウ及び実績等 
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   エ その他  その他業務を遂行するに当たっての創意工夫、経費等 

  ④ 必要に応じて、提案者に対し、個別に内容の確認や書類の提出依頼、ヒアリング等を行

う場合がある。 

 (2) 審査の結果の連絡 

   審査の結果は、事務局から応募者全員に文書で通知する。 

 

７ 採択の取消し 

  提出した書類に虚偽の内容が記載されていたことが発覚した場合は、採択を取り消す場合が

ある。 

 

８ 業務の内容等 

(1) 県は、業務を委託する者として選定されたもの（以下「選定業務者」という。）と提案業

務の実施方法等その内容について、協議し、調整を行う。この協議・調整において、県と選

定業務者双方で確認の上、提案業務の内容を修正し、又は変更することがある。 

(2) 契約形態は、原則として精算契約とし、契約条項は後日示す。 

(3) 契約締結は、審査結果通知後すみやかに行うものとし、契約締結後は、契約書及び仕様書

に従って事業を実施する。 

(4) 選定業務者が委託契約書に記載する条項に違反したときは、県は、当該委託契約の全部又

は一部を解除し、委託料の支払を停止し、又は選定業務者に対して支払った委託料の全部又

は一部の返還を求めることがある。 

(5) 選定業務者は、委託事業終了後、事業実績報告書を県に提出することとし、その記載内容

が確認できる書類（会計関係帳簿、労働関係帳簿、業務日誌等）を業務終了後５年間保存す

ること。 

 

９ 事務局 

  兵庫県企画県民部知事室芸術文化課 三嶋・竹内 

  〒650-8567 神戸市中央区下山手通５丁目10番１号 

  電話 078-362-3171（直通）Email geijutsubunkaka@pref.hyogo.lg.jp  

 


